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第37回 人と海のフォトコンテスト 

「マリナーズ・アイ」展 総評 
 

審査委員長 小松健一 

 

六月に入ったばかりだと言うのに、大きく発達した台風６号が日本列島を縦

断している。温暖化が進むなか、地球全体の異常気象は輪をかけた様に激変して

いる。このままでは人類の手には負えない状況になってしまうことを危惧している。 

考えてみれば、僕が「総評」を書きはじめたのは、第11回展からである。創設

時から審査員を担当していた今は亡き写真家の丹野章さんが「僕は十回書いて

きて、もう書くことがないので小松君、来年からはまかせるよ」と突然、僕に振

ってきたことからだった。 

以来、一昨年、腎臓がんの手術で入院した時に、塩崎亨審査員に一度だけ書い

てもらった以外は、26年間すべて僕が書き続けてきたことになる。けっこう凄い

ことかもしれない。 

さて５月20日、東京に於いて厳正な審査がおこなわれて、入賞、入選作品、120

点余が決った。今回の審査を担当したのは、僕と「フォトコン」編集長の藤森邦

晃さんだ。 

第37回展の応募者は715人、応募作品数は2,343点、応募作品枚数は2,773枚で

ある。 

本展の応募は、残念ながら前年比応募者数で、約93％、応募作品数で約94％で

ある。一割弱減ったことになる。2018年の第29回展で応募作品数が四千点を超え

たのをピークに新型コロナ感染など影響もあり減少の一途をたどってきた。様

々な対策を打つなどして、第34回展で微増に転じたもののその後また減少傾向

が続いている。 

原因については、確たることはわからない。しいて言えば、写真界、写真業界

を取り巻く全体の不況が係っているのかも知れない。日本を代表するプロの写

真家団体、日本写真家協会の正会員の減少傾向などを聞くようになってからも

久しい。長い歴史を持っていた「アサヒカメラ」をはじめ、写真雑誌の廃刊など

徐徐に写真愛好家たちにも影響を及ぼしているのか。ここでの分析はあまり意

味がない、この辺で止めにしておこう。 

今回の応募作品を見ていて思ったことは、昨年より応募は減っているものの、

質的内容は向上していると言うことだ。それは入賞作品の内容を見てもらえれ

ばわかると思う。作品がまずバラエティーである。受賞者も各地方に散らばって

いる。 

特に東日本の人たちの奮闘が光っていた印象がある。 
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次に凄いやら、うれしいやら、少し不安になったりもしたが、高齢者パワーで

ある。大賞、推薦受賞３人の平均年齢は81.6歳である。 

特選、優秀賞など合せても、U19大賞の17歳を除けば、ほとんどが70歳以上、

87歳の人もいる。60歳台は４人だけと言うさびしさだ。20～40代は一人もいなか

った。「人生百年」と言われて高齢者たちがとてつもなく精進している姿には心

からの拍手を送るが、青年期、壮年期のみなさんのさらなる奮闘努力を期待する

ものである。 

来年の第38回展、その後の第40回記念展をめざして、今日から各自、目標を立

てて日々精進を重ねていこうではありませんか。 

僕も一写真家として、みなさんとともにがんばる決意です。 

合掌 

 

 

☆今年も恒例の作品解説「海の写真道場」を行います。直接みなさんとじっく

りと交流できる唯一の機会です。写真仲間や友人、知人をお誘いのうえ気軽にご

参加下さい。心待ちにしています。 

 

＜神戸道場＞７月11日(土）午後２時～ こうべまちづくり会館 地下１階 

＜東京道場＞８月８日(土）午後２時～ 東京都美術館 ロビー階第２展示室 

＜博多道場＞９月５日(土）午後２時～ 福岡アジア美術館 ８階交流ギャラリー 

 


